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遺跡名 :南方 (済生会)遺跡  所在地i岡 山県岡山市   弥生時代 中期
文献 :『南方(済生会)遺跡一木器編』 2005 岡山市教育委員会

挟りのある材、長 99.9cm、 幅 9cm、 広業樹

快りのある材、長 75。 lcm、 幅 12.9cm

ほぞ孔のある材、長 125。 3cm、 幅 ■.8cm

ほぞ孔のある材、長 83,2cm、 幅 8,6cm、 広葉樹

ほぞ孔のある材、長 150.9cm、 幅 7.Ocm、 針葉樹

ほぞのある材、長 160。 2cm、 幅 9,8cm、

相欠のある材、長 76.3cm、 径 4.2cm

相欠のある材、長 121.lcm、 径 5。 lcm

斜めの欠`込
のある材、長 75。 4cm、 径 3.8cm

欠込のある材、長 71.3cm、 幅 5。 8cm

欠込のある材、長 39。 4cm、 幅 9 cm

非貫通孔のある材、長 55cm、 幅 5,7cm

垂木、長 143,lcm、 径 6,lcm、 広葉樹

扶りのある垂木、長 141.7cm、 径 6。 6cm、 広葉樹

扶 りのある垂木、長 90.2cm、 径 7.6cm、 広葉樹

垂木、長 57.2cm、 径 7.7cm、 広葉樹

快りのある材、長 141.7cm、 径 5cm、 広葉樹
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遺跡名 :南方 (済生会)遺跡
文献 :『南方(済生会)造跡―ム器編』

所在地と岡山県岡山市
2005 岡山市教育委員会

弥生時代中期
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33 垂木、長 161.4cm、 径 5。 3cm、 広案樹
34 快 りのある材、長 85。 4cm、 径 7.3cm、 針葉樹
35 垂木、長 125。 lcm、 径 2,7c阻

36 垂木 ?、 長 108.8cm、 径 4.Ocm、 針葉樹

37 垂木 ?、 長 127.4cm、 径 2,8cm、 針葉樹
38 垂木 ?、 長 117.7cm、 径 4.2cm、 針業樹
39 垂木 ?、 長 118.8cm、 径 3,8cm、 広葉樹
40 斜め切 り。斜め相欠のある有孔材、長 107.5cm、 幅 12,lcm、 広葉樹
41 相欠のある有孔板、長 53.lcm、 幅 9 cm

42 斜め切りのある有孔板、長 98.2cm、 幅 15.6cm、 針葉樹
43 溝のある有孔板、長 88,8cm、 幅 28.5cm、 針葉樹
44 有孔板、長 88.9cm、 幅 28.Ocm、 針葉村
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遺跡名:南方 (済生会)遺跡  所在地i岡山県岡山市  弥生時代中期
主量生阻盟∠養生会)遺跡―木器編』 2005_回山市教育委員会
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長 205,3cm、 幅 21.9cm、 広葉樹
長 91.lcm、  幅 17.Ocm

長 86.Ocm、 幅 14.8cm、 針葉樹
長 79.4cm、 幅 15。 lc皿、広葉樹
長 62.3cm、 幅 17.3cm、 広葉樹
長 44.Ocm、 幅 43.Ocm、 針葉樹
長 25cm、  幅 27cm

有孔材、

有孔板、
有孔板、
有孔板、
有孔板、
有孔板、
有孔板、
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遺跡名:南方 (済生会)遺跡  所在地と岡山県岡山市  弥生時代中期
支献 :『苗方 (済生会)と跡 一未器編』 2005 岡山市教育委 員会
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52板、長 111.Ocm、 幅 13.2cm

53 板、長 108.Ocm、 幅 15。 3cm、 針葉樹
54 はしご、長 163,3cm、 幅 9。 2cm

55 はしごて
い
長 122.4cm、 幅 9。 2cm

56 はしご、長 122.2cm、 幅 16.5cm

57は しご、長 99,9cm、 幅 8.2cm

58 扉板、長 90,lcm、 幅 21.6cm、 広葉樹

59 建築材 ?、 長 95,8cm、 幅 15,7cm

60 建築材 ?、 長 104.8cm、 幅 16,Ocm、 広葉樹
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遺跡名:南方 (済生会)遺跡 所在地:岡山県岡山市 弥生時代中期
文献 :『南方 (済生会)遺跡一木器編』 2005 岡山市教育委員会

第 3図 木材集積遺構
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庁

藤井裕之ほか 2003 「岡山市南方(済生会)遺跡出土木質遺物の樹種同定」

『 日本文化財科学会第 20回大会研究発表要旨集』 日本文化財科学会

表1

埋没河道出土木責遺物の樹種

(木材集積除0イヌガヤ
モミ属
ツガ属
マツ属不明
調 ウマツ頌
スギ
ヨウヤマキ
ヒノキH
アスナロ属

2 _ E ぞ  1 1そ  モミ嵐

サカキ属      3     2   1  1   1 13 サカキ属                  2  2
ヒサカキE     4        _       4 環孔材       3       2     5

表2木材集積出土遺物の機種
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迎憾 :金井途田西遺跡 開毀ヒ:岡山県津山市 弥生後期末～古墳初頭

蜘 金井途田西珈  1991 津山童教育委員会
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遺跡名:上東遺跡  所在地:岡 山県倉敷市
文献 :『下庄遺跡 上東遺跡』 2001 岡山県教育委員会

弥生時代後期
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輪薙込のある材、長 64.6cm、 幅 13,Ocm、 コウヤマキ

非貫通Tlの ある材、長 100cm、 幅 13.3cm、 プナ科

輪薙込のある材、長 75.6cm、 幅 9。 9cm、 シイ属

ほぞ孔のある材、長 45cm、 幅 4.8cm、 シイ属

貫通孔のある板、長 38cm、 幅 H.2cm、 アカガシ亜属

ほでのある材、長 20。 3cm、 幅 3.3cm、

貫通孔のある材、長 13,6cm、 幅 4 cm、 ヒノキ

寧ぞ孔のある材、長 13.6cm、 幅 8 cm、 アカガシ亜属

非貫通孔のある材、長 39cm、 幅 4.lcm、 ヒノキ

貫通孔のある板、長 39.Ocm、 幅 6.3cm、 スギ

貫通孔のある板、長 34.5cm、 幅 14.5cm、

板、長 17.6cm、 幅 23.7cm、 ツガ

貫通孔のある板、長 31.3cm、 幅 18.2cm、 ヒノキ

―
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遺跡名:上東遺跡  所在地:岡 山県倉敷市
文献 :『下庄漬跡 上東蟄跡』 2001 岡山県教育季昌会

弥生時代後期
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14 貫通孔のある板、長 63.5cm、 幅 15cm、 モ ミ属
15 貫通孔のある板、長 52,3cm、 幅 15。 2cm、 アカマツ

16 貫通孔のある板、長 46cm、 幅 14,9cm、 ヒノキ

17 貫通孔のある板、長 39,Ocm、 幅 16。 9cm、 広葉樹

18 貫通孔めある板、長 45cm、 幅 13.lcm、 シイ属
19 貫通孔のある板、長 42,3cm、 幅 8.8cm、

20 貫通孔のある材、長 32.5cm、 幅 6。 3cm、 ヒノキ

21 貫通孔のある板、長 35.5cm、 幅 11.4cm、 シイ属
22板 、長 33cm、 幅 14.2cm、 シイ属

23 貫通孔・圧痕のある板、長 30.4cm、 幅 10,5cm、 ヒノキ

24 貫通孔・段のある板、長 57.6cm、 14。 3cm、 ヒノキ科

一

分~23
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遺跡名:上東遺跡  所在地:岡山県倉敷市
文献 :『下庄議跡  上東蟄跡』 2001 岡山県教育委 員会

弥生時代後期
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…

25 垂木、長 122,6cm、 径 4.8cm、 マキ属

26 垂木、長 104.3cm、 径 3.5cm、 ヤブツパキ

27 垂木、長 72.7c皿、径 4.lcm、 サカキ

28 板、長甲.3cm、 幅 16.5cm、 アカガシ亜属
29 板、長 5中 m、 幅 13.2cm、 アカガシ亜属

30 貫通孔のある板、長 50cm、 幅 16cm、 ケヤキ

31は しご、長 28cm、 幅 1lcm、

32 扉板、長 43,6cm、 幅 4,3cm、 モ ミ属
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迎憾 :窪木遺跡 藤艶 :岡山県総社市 弥生時代後期
文献 :降勃ミ勤卜1』  1997 岡山県教育委員会         __
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1 はしご、長 42.5cm、 幅 10.5cm、 ツガ属
2 柱、長 68cm、 径 8.6cm、 カツラ
3 輪薙込みのある材、柱、長 137cm、 径 12cm、 カツラ
4 又柱、長 62.8cm、 径 25cm、 カシフ

潮腹i:窪木遺跡 朧 地:岡山県総社市

教育委員会

弥生中期～後期
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有孔板、長 21.8cm、 幅 6cm、 ゴシイ

有孔板、長 31.8cm、 幅 9cm、 ゴシイ

ほぞ子Lのある材、長 55,6cm、 幅 5,6cm、 ネズミサシ
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潮腰i:窪木遺跡 廃 地:岡山県総社市

文献 :靡勃覗勒卜1』  1997 岡山県教育委員会

古墳時代初頭
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有孔板、41.2cm、 幅 14.4cm、 スギ

有孔板、長 34.3cm、 幅 8.4cm、 アカマツ

板、長 47.6cm、 幅 12.9cm、 クリ
板、長 44.7cm、 幅 16.8cm、 クロマツ

醜 :鉢勘 開割ヒ:岡山県総社市

文献旦陸勢襲働躍』 1998岡山瞬 員会
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弥生中期～後期
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山口県の概要

藤本有紀・佐藤浩弓

1.宮ヶ久保遺跡 (阿武郡阿東町)

本県でもっとも多くの建築材が出土した遺跡で、阿東町の微高地に営まれ、集落を囲続する

環濠が検出された。木製品はその中で滞水状態にあったと思われ、木器総数は 500点以上を数

える。種類も豊富で動物形・武器形 (☆形、剣形、戟形?、 鏃形)・ 鐸形の各種祭祀具、容器類

を中心とする食膳具、弓 。柄・短甲などの武具、経巻具・布巻具・腰当て具・緯打具・紡錘車

などの紡織具、直柄・膝柄 。かけやなどの工具、着柄状態の平鍬 。鋤・着柄式の鋤・掘り棒な

どの農具とともに、梯子・桁か梁の柱材 。木樋、くさびを通して固定する各種工作物などのい

わゆる建築材がみつかつている。

これらは共伴した弥生土器から、中期中葉～中期後半に比定できる。

さて、出土建築材の特徴としては、材をつなぎ合せるための栓状木製品がめだつ。これには

方形のほぞ穴が穿たれ、頭部とほぞ穴までの間隔は様々で組み合う材が多種であつたことがわ

かる。なお、樹種の分析はなされていないようである。

*村岡和雄『宮ヶ久保遺跡』阿東町教育委員会 1998

1村岡和雄「弥生時代の木製品」『山口県史資料集 考古 1』 山口県 2000

2.川棚条里跡 (豊浦郡豊浦町)

1次調査と4次調査で建築部材が出上している。

全長約 30mの 自然流路がみつかり、土層は長期間かかつて埋没した堆積状況を示していた。

流路の上手側は丘陵先端付近の低湿地にあたり、共伴する弥生土器から木製品は弥生前期末に

比定できる。下手側は谷状になった自然流路が走っており古墳初頭～ 6世紀代までの幅をもつ。

弥生前期末の建築部材としては栓が4点出上し、そのうち 3点に貫通穴が 1カ所ずつ設けら

れている。樹種はヒノキ亜科で、他の 1点はイヌマキである。

古墳時代の建築部材は扉板 1点、水平構造材 2点、壁板材 1点、用途不明材が 1点ある。水

平構造材には貫通穴と非貫通穴が組み合わされた仕口が使用されている。この材 1点の樹種は

二葉松類で用途不明材はスダジイである。

なお、報告書が未刊のため、実測図が提示できないことをご了承願いたい。

1藤本有紀他『川棚条里跡 1』 豊浦町教育委員会 2000

仕口総括表

時代 遺跡 貫通穴 非貫通穴 欠込 字

込

Ｌ

欠

状

込

又

欠

相欠 し

ぞ

通

ほ

め

工

斜

加

括れ

弥生前期末 川棚条里遺跡 ○ × X X X × × × ×

弥生中期中葉

～後半

宮ヶ久保遺跡 ◎ ○ ○ X ○ ○ X ○ ○

古墳初頭～後期 川棚条里遺跡 ◎ X X X × × X X X
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宮ヶ久保遺跡出土建築部材一覧表

口苗彗彗 I tta 重 B 滋  置 影E 構 遊 性 ロ 時 H 仁寺

A主 全塁71an.電 3.8an.厚 さ2.San

=匡
完形呂.角材の先贈t舗めに祠り込

B4■ 1 韓 準

隠1ユ S_lZ B未 ? 暇 盤  (14漁� 、廷3.釣 X4.3m
M.上 郎欠銀.体椰奢しく肩歯.下鋼

に出旧Bに色 tヽ出 り_ ‐J「Ⅲ

峰 嘘

鰻 靴 賄 、Hag t3,7mJ.騒
“

S欝

輛 B苗団E4_San_ 4dE4.2an

建材.H郎片偏欠損.願部は横長の口男

体、上おから12m程のところを水平に

開り込んT43と つくり出す。体

“

は濱

Hぐ伸硫 T増餌腋郎け的にMり込んて
L― に銀 い餌 u^ va■

日137‐ 2 唾

缶長270磯 騨 .ね、い 1囁
単 と1‐  

… ・
‐2田

建材。ほ競 呂.H弾 円

承 nttti上 増から4.輸のところ

で4■から田り込んで件郎をつり出す。

件

“

中央に組長の日出晨方形の奉孔.T
日出tBり . B鵡穴 1 → 準

岡la夕 ‐a 慶 u
盟 33.7ぃ。Hm13.Sm、 瑕部甲勇吼

単 4dE2,国

建樹。日辺郎命的に欠豊 H「kBL百
aコから綴めに田つて山欣 上娼から

3.勲 とこうとホ子に旧り込んで体椰

t停り出す。伸

“

した増は関個盟から偶

めに嗣りこんで条る。体郎中央に長方形

醜  
― ―

―

E4穴 1 韓 準

0 X4
皇』L3117oL -119К  HBrs.伍

… ・
健B‐ 44H‐ 1ロ

H材.ほ― 呂.田隠甲I長方形、野

■田丸農方法 電諄から
'国

のところを

求平に開り込んt43と つくり出す。件

“

T構は平起に爾りをとす。件

“

中央よ

[:心■イ■ritrD14 臨 廷★●五日 IJ Eと欠 : 4拳

巖 霊ヽ

睛 .尊 弾 防 体

とおから1.'い のところt領0に田り込

tS3tつ くり出す。arFBHBり

`3に
獅け的に田

V_ E彗穴 1
瞬 Z7い。HDBb議
些-4皓  亀 H41_7a ● 11心お い■ rPf固

"_

‐とお

日137‐ 6 陛

e』L20賄h HH   (G,2aD 、 

“

3.2

腑 .口B片日久掘.― R滞とB
bれる。上増から詢 ところt水早に

呼りBL― t停り出す.4JFBM
町 に開りをとすL体

“

はほぼ中央に長
単

日137‐ 7 E 呟

H12μに耐 .珀 9,3日鳴 騨 S
‖ .4T― 全体中 しとヽ

BHB4阿 影.上増から

"と
こ

X争■けユれぞ儀日離つてり出す。 導

E137‐8 と

EI 〔14.7● け . -3.鮨 . 瑯 と6

硝 .4T― 全体Em■ しとヽ

HBHは ■阿法 上増からヨBのとこ

ろt偶めに嗣り上げて遷層のよう協
B鶴 に出 IJ´ Eヨ険 1 磐

眸 嘘 H78節 、日 14儀■ 厚され

肝 .皓

“

欠掘.平■慮領材の片

「

E2
EOnt嗣 り出し、磯口EBは22o
H_四■酸れ凸蘭瞬塩 ぐA▲_

睦 時代中狙中ヨ
w44 中 ね

日188‐ 2 中 磯 饉  (19。名け 。幅 (77")、 厚を1.1ロ

額材.T「瓢 嘲 胆 欠豊 眼 、J
は平担tuり i」』隠ヶ所1月に円形つ

奉孔.上贈から11いのとこうに1夕所
「 4 Lれ_a

BlaaB 口嘔,1■ , 磯 と塁 f27.監■〕.B&hIど 1■

上諄欠鋼。■平.― 置区平行.TE

EI父 |

…

E189‐1 珀 ●・IS色‐̂ E22.hEど a漁田

附 .― E平、平醐 殖

中央に曇方を0毎れ、h・HB■BMど a
BH aに 出 U^ 日日L穴 1

…

LE 曖 盤 ニヨ.h、 電盗 仏 鳳ど2.Cm

隋 .ほぼ完形LE平 、早■長方協

■uBT4に 切り、下窮Bは指■旧
"ら偶めに

"り

をとす。上J中央醜
EEに日り. E4,(1 ‐04

日139‐ 3 硝 峨 Hsa― ago.転 Eと2缶

磁 こ― 腑 噸 するが爾

4

日旧 94 随 封 A4 etls9.な dB9,菰 臣ど2れ

購・ ほ
―

。
・

名 澤昭 財 協

巨壼穴 1 こ 準

日:39‐ S 醐 と ●・B62_2血 E2&2mヽ 巨ど3.臼躙

購 。魔区剰曰L■平.平百長方法

LO「Manら 偶めに

"り

取る。上

“
BLに 劇 IJ_ EヨVRI

VI― T匹甲コ

…

日139‐ 6 ●・BこO am_Eヨ 0.魚田.区ど1,&H
睛 .蝉     

「

平。平中

ヒ ■MBA・ Hから偶めに

“

り取

`.
BBに 日 り_

…

日140‐ 1 EE封 A奎 儀B78_am皓 13.とx区ど1急m maに 田 tJ. 導い峯

B140‐2 監 材 嘘 誉二 rlll_2an】 ●ヽla_am_巨ど2.2D

購 .TWh H■ ― はほ屋

Eヨ脇RI B4nに4_‐と準

魔 氏J 争二97 7tH E27.傲ェ 臣ど3m

賄 。ほぼ鶏 名 ■平、平日長湛
LBBは片HからSbに爾りHり、下蝙

Bには強部t掘 り出す。2ヶ所に方形野 ― THDに 預

Uヽ ELt2 こ と …と に凸

日1404 随 樹 嘘 壁塁 (116.lm).E2駐h厚 さ3.6gn

購 `下増毎欠損.全体に書しく馳

E平、上増は平壇に切り、西日盟はほE
府 に伸Jる。中央に奉■、日億により

■缶に大と虚Hりぅ E4貪 1 ‐●単
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鶴 a 遺 4 選  二 形は 競 後 ロ 路掘

口14卜 1 H4材 磯

附 .ほ区男影贔.H平、年構に治つて
‐おキ

日141‐ 2 醐 併喜 f8■ 6mう .電a.儀砿 4.2m ‐後 半

E141_a 購 鱗 曖 国 [tB4.GanⅢ ヽ缶9.2aL Eと gぉ画 ▼弾

田 1414 鬱GH 瞳 LIB72.8m、 ■10.儀吼 巨占2れ田 慶りaに電h 贈氏欠込 1 モ キ

田141‐ S 臨 繊 餞 廷塁 (67.2an〕 . lE1 3.騎、 ,「 さ3.Sm
購 .TEBA■ ■平.駐んど豊形

中掛 準

日141‐S 韓 A4 』Eて81,8an)、 電 t9.8unJ、 犀さ1.h
E材。百uB4 E平 ,E平.獨倒コ

E■穴 1

際生時代中鶏中日
‐う4

口141‐ 7 臣館 駐

随 .ほIIBh冒 平、平H長方協
‐B4

E141‐ 8 硝 H ドユa47-a7_4aL巨 さ27m
防 .ほtrD呂.H平、平口長方形.

臼出に出 り_ ψと単

田1414 確 樹 重 』L t78.Sm3`偏 13.lan.rど 3.転

醐 .tHBk■ ■平、mEIIE区
騨Fに伸びる。T増は片百から

"め
に田

lこ れニ ト‐h凸▲二士鬱櫛 0■■、士 Ⅲ 五

“

|]_ Eと貪 1 ‐う患

日142‐ 1 用 壇 い二1`4_BB 
“

8_働n区 どS4a

η造不硼L売影品.西百三角形の白笛ホ

D― 鶴めに日り43THBL央 る。

三角〕ゥ傍奉

日142立 ‥ l S1 4tBヽ ElSとLh睫 7れ

B迫不明.T8k■ 厚手の領材償

嘔.幅は下Jへ向かつdく なり。T壻
斑 央る。上椰に不建長方形の喜孔.豊

E工穴 1 44

日142‐ 3 聰 喧 a・B rlln anⅢ _E24m阻 ど2ね山

曲 .下電五J■80的 に欠島 B
r、 上颯薄平編ぉHWEE平 行.上下

EとA2 こ こ

日1424 EEB, 儀塁(183.缶 )_EBttn Eど 3漁ぃ

用造不明.H平.“亮 弾 劇腸

tatる がほぼ平行に伸rFBraB
‐ 44

日142_S 臓

"廿
L霊 ぃB rlag_曲 ヽEl監 Eと 3.臼■

隔 .T4J― nに 欠猥.上娼

「 ― に観り、門

“

辺ほほ平行に伸び
〔_薔BttHBAB4●B罰整^ 尋

目143‐ 1 硝 曖 Hι  l■7簡 Ⅲ_at4 atB_Hど 2tB

L3AA B平.門口盟はほぼ手徹.T
い監鶴めに

"VT構
は平電.T4●央に

旧 寅 1 ‐3a

B14a‐2 EED 磁 LIsasm.Ef141Ⅲ 吼 鳳と2m

FttW爛 Ⅳ 腺 豊 ■平.Hamは 日

コ円脇 TB4● に嗣りTBは馳
EヨVRl ‐齢

□1■争G
=a皆

瞳 H6B_&HIヽ aSれ Eど S.h

La■ 四百三角形OT増と一■から

爵めに出呻 .43-し ていな
こ 準

珀 X4 憾 IS,IBB^geaヽ 巨占2.儀
晴 .■ak T“ 欠損。■早、日IB

BChに出 B4_ こ 率

EEH? 逮 ぼBt-3.■ 8」脳LEど 2D
出嘲出期L■ 平.百偲辺ほぼ平行.T

■臼初 止劇 り_ w44

日143‐ 1ヨ EEH? 喧 盛ユSS.転 住8血 区ど2色

離r― .■平.脚 輯 術
`下酌朧いめに開りT増は平組。角統0売用

tSDに
"り

込む。上部― 憫く幅り
磐

D14牛 1 晴 静 瞳 ドこ f10g_色 nヽ 電lα色LEき 2_ね

田 .T4-瞬 .T曲 かつ

CaAと体にほと
～
― t4い つ

韓 与 F準とに豊二

日144a XBLB 磁 盟 103_4an、 日住ね .Eと ,』田 建 基

E1444 Bヨ障オ? 瞳 と塁111_ath EScn Hど 3.ね F缶に大をと出 り^
‐4串

日14S B聾け ? H 廷塁1236ヽ EG.2m、 巨ど4.&山 ¬白出に出 り_ ‐豊準

日14昨6 B盤材? 重 L■101孟.m&躙 .臣ど&諄

とば完膨品.角材.T4L倒 めに嗣り

脇 に大と虚出り.

日14牛7 Bヨ酪オ? 嘘 全塁136_2m.日 B.8m.Hど 3.3m

■SkA角 執 ほぼまつすぐに伸び

る。THBH傷 めにMり こんで競く央
F臨 に出り_ ～登準

日1争牛8 饉 材 ? 頓 盤 122廟 .径3.櫛

上盛 断口不建阿影。障ば均等に

よっすぐに伸びる.TH「 は朗めに廟リ

釣とに消窮た日 り.

E14S‐ 1 贈 嘔 盛豊 t78Bm).悽 a.2m_餌ど2.8an

板朝.下聾 B平.齋日乏はほぼ

平行に伸びる。■

「

Ha辺は鶴めに開リ 際生時代中用中冒
‐後率

日14S‐ 2 硝 呟 盤 98.庶
“

13.蒟.臣どZ.飾 臣繊^晨tr4彪島_E事^早E喜芳と

麻生時代中用中ヨ
事後率

日1431 敵 ユ 霊ヽ Ⅲ二 f二 1_38nⅢ ^缶aおmヽ Hど 1.6m

購 .上

“

欠れ ER辺はほE平行、片

隅辺は不L下 増部は丸みをもって片ロ 際生吟代中期中ヨ
‐う学

囲14G_2 出 壌 盛墨 (38.2m).幅 9.3an、 口「ど3.2an

傾材.Tak損 .厚手、■8B49的 に

欠損するが平堰にどう。H偏辺はほぼ早

と出笛 に出 り_

際生時代中劇中コ
‐後準

目146‐ 3 触 ユ 嘔 盤  (40.儀耐 .幅1 lcm.区どS,4an

根材.Tah厚 手.片偏辺でやや澤

くなる。百伺辺はほぼ平行に伸び.上増

日欠 1

際生時代中期中ヨ
‐後半 F“白閣H
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霞苗 と岳 節 遺構 滋  量 形腹 魅 性 ロ 路 胡 aを

目 146‐ S 障振研 ? Aa 全塁39.3an.H12.2an.厚 ど2.2an

願材.上増部欠損.冒平、面側辺はほlg

平行に伸びる。下電は平颯で片百から釧

めに出り取り、上増片辺から樹めに旧り 下増及び卑■部に鵬
帝喜 率

囲14争S 蹴 ユ 疇 られ47負fIR 

“

住飾 、巨ど1_San

阪材.ほぼ完形晶.H平、平口長方脇
団分的 に鐘重 .‐後 半

目146‐9 慮 ユ ●・ユζ夕僑 ^ 悟8_2an.巨 どα8an
購 .旺 期 名 薄手、E平.聘 】

郎分的にaり _

脇生時代中用中ヨ
‐豊準

El報卜lC F輩ユ 4ヽ 聾 ta夕 _lm)、 電9 4an.区 ど4.3an

随 .上部欠銀.厚手、画面い大きな

L百 個辺はほぼ平行に伸びう.下贈宙

■4Hから偶めに出りほぼ平担にuり B
下電aに出り.

口 14G_11 E4二 嘔 L137m電 8.lm区 き2.8m
賄 .億ば尭形品.厚手.E平。平面雲 際生時代中期中ヨ

‐ 3峯

阻148‐2 ●聾樹 ? 嘘 儀塁て83.3祐血 B7.&れ、区ど4.6函

と郎欠れ ,角材.T雪椰は毎めに蒻り
F― に 出 :】

諄生晴代中鶏中ヨ

44 Laに節

日148‐ 3 ●筆樹 , AヨE 争与r7S_almヽ

“

a.盈ェ Eど 2.6an

LBkA■ 平atM.下
“

やや電A
下晴Bは鶴めに8り 込み尖る。全体田

下鶴 に劇 り.

際生時代中鋼中ヨ
‐と準

日148_S 臨 樹 横 誉塁9G_鋭ュ ES.3m.区ど3.3m
E材.T椰欠銀.やや厚手、平百長方

全■に大とな嗣り. ‐鮮

B148‐6 ettG_GrB_阻 ヨ■ヽEと 1島

晴 。磁ほ尭彫i冒 平.偏機ぅ早口】

溺険 下蠣郎舷片Eから偶めに開り取
■蟻 協 に日 り^

‐後半

皓 静 はと ●381_7aL EG.2D.区 ど2お画

醜 。監EVa。 ■早.平E長方協
ョと手

日148‐ 8 硝 6・■ fG7も函ゝ  ヽ日11_れ日LEと 2.描

蘭 。T“欠領.B平、関REIttttrT
Fに伸びる。上部は片口から偶めに餌り

卜亀 に出 り^ こ ■ 〔H鉢 に転

日148_O

し出
Щ
螂

はと 尊 茄 、9_艶LEき 2おぃ

観材.ほrDA.■ 早、T亭なつく

り。門贈はT4に匈り。と増
―

T
唱に榛り.片日辺中央に換Vtagし た

全日 に大 とな HU_
導

唸 ■

階 唾 e373_働 L日 鋭‐ 鳳ど4伯

睛 。田 硼 囲 .「●.上偏は臓騨

里.T壻は胃儡辺から鶴わに脳つて鱒(
える。HWは 置ぼ平歌 造中Ct残

FttBに 出υ. ‐ 34

E148‐ 1 は4 ●ISa4ヽ
― m2nほ どaれ

睛 .TBAh J印 咀 Wmほ 日

Luとに出 El_ ψ後準

EE9 La E4_曽雷●礎二^■率_IESオ ヒ こ 準

E148‐ 1ヨ EEM ha 創略 3凸血 E8_艶LEど 1れ睛

巨情.脚 t出朋 照 輿 LE早 .甲
B鋤的に日り_ ・Pa4

B14鱒 阻 二 餞 盤 t27.7‐|_El住とェ 鳳ど2.臨
巨財.T聾 瞬 .平E嚇 とB

B9hに傷りぃ
…

B14● _7 E4●ユ はと ●3てヨ1、lIBL.m_2a Eど 3〕ぃ

睛 .T―   

「

寧・ い ほ

聘 Hamほ― .HEBanに
と日HBにJり _ し後亭

B149‐B 硝 ヒ 盤 t蜘働 、日10m。 ぼど2.諏

■
―

B平。脚 韓 田りこ

み下増

“

は条心.上椰中央醜 体椰
B4穴 : 強 準

Ea■ ●二 ralれ田〕_87れ鵬_ほど■a山
睛 .T“偶え  

「

T.上4-.ほ
強■口_Ba胡世世frHFに とPIB_ 磐 F缶単

日149‐ lg 阻 ユ 呟 盤  (2箋 n、 電10。蠍 鳳ど3.7m

磁 .T― 隣 _・―・
西

Bmtほぼ早執 片傷辺はHHから用り
■tBに用り。 ‐う奉 F笛に虹

B149‐14 融 二 とヽ

盤  (34.ねれ 、嘔 (13.6m).郎 富3.6

購 .=学及びT“ ■平、と電

瞬 4.劇辺は■Hぐ伸

“

。中央閣
とtBに日 tJ_ E歓 1

E149‐lC EHR■ 嘔 盛塁 (22.Sanl_E13.4m、 工と2.7"
閉 .T翻磯 ■平、上おは平起に電

■t日に出り. ‐い睾

日149‐ 2C E4Rニ 嘘 盤  (17.4m3.Elα 7m、 臣ど37■

猥材.■
―

   

「

手、蘭倒辺はほぼ平

行に伸EFI T増は倒うに開り込んで案起

をつくり出す。片口ほぼ平4色 百にホ
ub奉 EEに 鐘a_

日148‐ 2ヨ 賑設ユ 暖 ●・1118.4函】_E19.蒟_鳳ど2.6‐

隋 。■B4■ 平、Hama爾
Fに伸び下鋼艦偶めに開りこんで愧く事

‐ 44

n146_aC 4ヽ ●こ fl S_2unB_日11_7aL 題ど2:7ロ

円 。激 離 H― W廻 は

=BHで 伸h ttEは豊影せザ独ガ鳴
卜贈 郎 に劇 U_ ‐豊奉

田149‐
=2

EEH 壼ヽ ●・3(2a_ヨ函うヽBBr14hヽ 巨ど2.8田

下鳴及び真紀鳴t欠韻。上贈餌ほぼ平

駐 HattIIぼ平行.片電盟に1唖
■HBに大きな用

‐後キ

日lSO‐ 1 B未 峨 争昼 a42_8BRヽ 径 10.価

慮材.柄色 ほぼ尭形品。師 隔 曖 法

ほぼ均等にゆ16やかなHと館いて伸び

る.百贈は偶めに切り取る。百増部及tl

争Lに館溝た日り̂ 題 2 ‐後準

目lSS■ ● ユ蓋

筆 。2an、 駁郎福7.2m、 観郎厚 5.5an、

日出 ほぼ尭形贔.躙

“

雪口田丸長方

彰.上購から4.範 ところとロロから

Hり 込んで体郎をつくり出す。体部はほ

駒 等に伸よ THBは 平埋に切り藩と 尉田及び件下部に大

「
A劇り_ モ 手
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滋   量 影盤 横 議 任 ロ 勝 d 色 寺

日lSS‐ 2 隆 3■

廷長30.2m、  HH7.6□  ヽ
「

Br3.4□L

建材.ほぼえ形呂.H「F西長方法 水

平隅丸長方法 平百B丸正方形で上増か

ら6.7国のところで氷平に‖り込んで件

いとつくり出す。体

“
「

殿は刃側辺から

傷めに開り込んで条Ⅲ.件3中央に長方

EBに瓢り E重 穴 1

麻生時代 中劇 中ヨ

‐金半

鶴 r28_雛m_日 1_8m Eど 1.傷
上部欠銀.編い角材の下皓t偶的に爾り 珈生時代中劇中ヨ

‐金単

日lS8‐ lt 蹴 ユ 戯 盤   (23.7m)、 電9.&吼 厚ど24m

領材.TJd B平 、上増野不霊でう

るが平颯に切り、西偏辺は臣ぼ平行に伸
申 と 半

Ⅲヽ 124ヽ 8anBヽ E16.駐h巨 と2.6m

重材.TBAA E平 、上H― tB
るが平埋に切り、西僣辺は魔ぼ平行に韓

び心:百西にネロにおうた狙い臓が残

rBHに出 IJ_ 44

霞lS9‐ 7 E4ユ ユ粛

曽長 (2S.3mJ。 日 (10。盈m)、 犀と22
硝 .右糧 弾 亀 J離 刊
に切る。日盟は翼菫ぐ伸びる。下

“

は日

日lS9‐ 8 E4ニ H 幽E《 31.B蒟Ⅲ.■ 147吼 巨ど2.臼田

購 .上歌 豊 騨 .下

“

は碑

あるがほぼ平4に切り、爾何辺ははほ平

行に伸Jる。         ___… 冬はに大をな出 り_ …後単

目lSSa E4R 盛 饉 (18.Sa〕 、E13.転 臣どね
楓材.上

“

欠盈 E平.下電Bは8めに

F燿傷に出り_ ‐4半

日lS9‐ 1コ E投二 ]圭 盟 182.3m).電 S7ぃ、口どね

領構.T郎欠豊 ■平、上増

“

は平俎に

切る。面倒辺は嵐直て伸びているが椰命
‐と手

日lie■ ワ 融 ユ ]圭 曽星 tl働n).日 11.2磯 臣ど中賄
附 .TBA■ 厚手。上8BEfrT
日 LattftrEE摩 岳にLA^ ‐鉢

日lS9_lg ■投ユ B4 ドB f24_a罰】、日1&罰.臣ど3.&■

略 .上
`欠

狙か皓

“

は不豊であるか町

r早4.H“ 辺は離区平行に伸びる。日
‐と奉

日lSO‐ 2C E後ユ B圭 聾 r2筒 ).電 h離 2.h
購 .Tak■ ■平、■eWa平 4に
■:I HaJI世 優Ir―にと施 _ と但笛に出り_ ψと手

日160‐ 1 E4ユ 猫 餌E C93.4n3、 ■1監風 臣ど3.ね

嶺材.上郎欠銀。日早、西侵辺はゆるや

かなIとおく。下電Bは持劇辺のIの白

ψと手

日160‐ 2 硝 盛 S・B f74_ttal_“ _2儘_Hど a_1

醜 i■ak■ ■平.m辺 はほ置評
Fに伸中 に阿り込み下電闇旧

日19いa EE営 朗 H166_4tHl_ataa嵐 ど2_缶
観材.ほ― ■ ■智 E曇方法

日160‐ 6 由け? 強

眼 127田 L 珀 13.8□К 籠 9.2oL
隣 .ほ― ■

「

手E平韓 .コ

瞬 E長方法 体郎脅伺コはほぼ平行に
と

“

に田り_ Eati wn4

日161‐ 1 飾 ? BJと 饉 S2D.E12之 咀 臣富8.鮨

日田りした丸六材の百蝙t比破的平颯に

Bりをとす。平狙河日2カ所に長方形の
臆 ■穴2 44 EHか

目161‐ 2 自儲? 服 曽塁S9.働h■ 12.la rど 4,Cm

中 的t4 
「

FDE平な材.

TttpHよ -2カ 所に換り.上B

出ぬ換り饂tHり _ 剛
曲

重 ■

酸 ユ 襲 全二 tGlぃ う^E9&‐ 区 ど 1.9n

附 .■a■ ■私 百偶辺はほ騨

Fに伸ム T増

“

は平4に切り取う。郎
‐お4

日1614 聰 34 聾  tSa.4m)、 日16.8日は Eど 1,伯 言■穴 1 w44

日lSl‐ S 臨桜ユ 藍 争二 fGg_2ch〕 ヽE21_儀盈 臣と1.B四

臣 .上JAA Ett HEDは服 平
17に伸びか増

“

は不幸である

「

T4に切 勝霊けヽ甲層甲コ

…

囲161‐ 6 融 ユ 3轟 盤 Sl.衛、電10.h臣 ど 1函

頓材。L区尭形島。郎手、■平.平百長

方形.下贈部に2ヶ所、片倒盟に2ヶ所

馨 諄孔 4

日161‐ 7 E4R ヨ垂 全ユS2.2吼 電7.2m臣ど1.2衝

F樹.ほぼ尭影B.獅手、噺早。平百虫
庁脇 下増椰に

'ヶ

所、片傷辺に2ヶ所
‐後奉 m_a

日162‐ 1 醸 材 ヨ霊 全塁192熟m.雪 11.6an、 距ど1.G闘 ャ金4

日lG2‐ 2 EC材 ユ圭 争再1ク7塙 、日145_Hど 2お固

霞材.はぼ尭形品.肩平.百偏辺はほぼ

鴨Fに伸びる。上贈郎は不菫であるがほ

r平連、下贈』は百個辺から偶めに田り

とんで饂B犠に集る。西日にホ日臣沿っ
‐鮮

B162‐ 3 臣振材 3と ら岳17室 4m ttIS_8m.鳳 ど1.臨

標材.置ぼ完形呂.冒平、百偏盟はほぼ

平行に伸びる。上増部はほfFT埋に切

り、下増部は片傷辺から斜bに閉り込

子1_片面 に n▲ や あ ぬ B_ し3単

口1624 麟績材 ユ垂 争再
`19`_GanⅢ

_ 電14_8an_Hど 2.8an

額材.T部欠損.冒平、百偏辺はほぼ平

行に伸びる。上増部は不垂であるがほぼ
‐後半

目162‐ S E集樹 ? ユ蓋 剣Eて 140_8gn】 、電3.3an.巨ど2.6m
郎分的に大とな屈

り.

B162-6 a朗 ? ]景 讐工 (117.7an〕 .電3.6an.庫さ2m
丙増部欠損.断面長方形の綱長い角村 .
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こ棄松類 (アカマツ、ク

スナロ、サワラ、厚1.San、 体部幅4a■、体部厚2

スナロとサワラ、

ナロ、サワラ、ネズヨ
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四国地区の概要

山下平重

四国地区は、現在のところ建築材の出土はきわめて少量で、時代ことの傾向を追える状況には

ないと考えるので、出土状況のみを報告する。また、地域的には徳島県では最近 2遺跡で建築材

が出土しているようであるが、報告書で好評された」事例はないので、ここでは省略する。

縄文時代の建築材は、今のところ出土していない。

弥生時代前期には、香川県の遺跡での出土例がある。ほぞの仕口をもつ柱材である。ヤマグワ

やサクラ属の広葉樹が利用されている。木取りは芯持ち、柾日、板目がある。

弥生時代中期には、香川県の遺跡で、縄掛け溝と欠込みをもつ垂木材と考えられる芯持ち材が

あり、樹種はスダジイである。

弥生時代後期～古墳時代前期には、香川県に欠込みをもつ横架材と考えられる資料があり、芯

持ち材を使用している。

古墳時代前期のまとまった資料としては、愛媛県の古照遺跡の資料がある。ほぞを持つ高床柱、

ほぞを持つ棟木、欠込みを持つ板材の壁材、非貫通穴、渡りあご、欠込みを持つ梁材、くびれを

持つ垂木材がある。構造材は、針葉樹がやや多いと思われ、芯持ち材、半裁材、丸太材である。

板材は針葉樹が使われている。また、垂木材は広葉樹の丸太材となっている。なお、ほぞを持つ

高床柱には2種類ある。

古墳時代前期～中期の資料として、高知県の居徳遺跡群では、非貫通穴を芯持ちの柱材、くび

れを持つ角材の垂木材、ほぞ 。非貫通穴を持つ水平構造材があるが、樹種は明らかではない。同

じく古墳時代と考えられる居徳遺跡群の資料として、ほぞを持つ板材、垂木材と考えられる欠き

込みや大根ほぞを持つ資料がある。樹種はコウヤマキ、カヤ属、アスナロ属といずれも針葉樹で

ある。

古墳時代中期の資料としては、愛媛県の福音寺遺跡では、ほぞや欠込みをもつ構造材が出土し

ており、いずれも針葉樹で丸太材と芯持ち材である。また、香川県の太田下・須川遺跡では欠込

みのある板材がある。板目材で、樹種は不明である。

古墳時代後期から飛鳥時代の資料として、香川県でほぞを持つコナラ節の柾目材を使用した構

造材と考えられるものがある。

仕ロー覧表

時代 ほぞ 欠込み くびれ 非貫通穴 縄掛け溝 渡 りあご

弥生 O ○ △

古墳 ○ O ○ ○ △

飛鳥 △

文献一覧

県名 遺跡名 文献名 発行者 刊行年

香川県 川津下樋遺跡 四国横断自動車道建設に伴う埋

蔵文化財発掘調査報告書第 21冊
香川県教育委員会

ほか

1996

香川県 鴨部 。川田遺跡 高松東道路建設に伴う埋蔵文化

財発掘調査報告第 9冊
香川県教育委員会

tЦか

2000

香川県 多肥松林遺跡 高校新設事業に伴う埋蔵文化財

発掘調査報告第 1冊
香川県教育委員会

イまか

1999

香川県 前田東・中村遺跡 高松東道路建設に伴う埋蔵文化

財発掘調査報告第 3冊
香川県教育委員会

ほか

1995

香川県 太田下・須川遺跡 高松東道路建設に伴う埋蔵文化 香川県教育委員会 1995
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財発掘調査報告第 4冊 IЦか

香川県 川津一ノ又遺跡 四国横断自動車道建設に伴う埋

蔵文化財発掘調査報告第 26冊
香川県教育委員会

ほか

1997
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遺跡名 :吉照遺跡 所在地 :愛媛県松山市  吉墳時代前期
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遺跡名 :吉照遺跡 所在地 :愛媛県松山市  吉墳時代前期
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吉墳時代前期～中期土佐市遺跡名 :居徳遺跡群
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福岡県 (筑前・筑後)の概要

山口譲治

福岡県内の福岡平野・糟屋平野を中心とする筑前地区、筑後平野を中心とする筑後地区では、

縄文時代の木製品は後期の出土例が数力所あるが、建築材といえるものはない。但し、縄文時代

草創期の焼失の竪穴住居跡が検出され、炭化材の同定が行われている。弥生時代に入ると、水稲

耕作の開始に伴い、用水・井堰などの水利遺構が出現し、木製品がみられるようになり、建築材

も弥生時代後期から出土例がある。

縄文時代

福岡市西区の大原遺跡は急傾斜面に位置する崖下遺跡で、草創期の竪穴住居跡 5棟が検出され、

その中の 1棟の竪穴住居跡が焼失した状態で検出でき、住居構築材と考えられる炭化材の樹種識

別を実施した結果、ブナ科コナラ属コナラ節 (カ シワ.コ ナラ、ナラガシワ、ミズナラ)を用材

としていることがわかった。 (文献 :菅波正人編1997『大原D遺跡群 2』 池田祐司2003『大原遺

跡群 4』 )

中期末～後期に入ると、いわゆるドングリ貯蔵穴が出現すると、これらの貯蔵穴の中には覆屋

構造を持っていたと考えられるものがある。柱を中央に立てその上の覆屋を乗せているが、広葉

樹の芯持ち丸木を用い、縄縛固定していると考えられる。福岡市野多目描渡遺跡などで検出例が

ある。

竪穴住居跡は早期～晩期まで、点的に検出されているが炭化材など用材を知ることができる資

料はない。また、本県では、晩期後半の突帯文土器期からは水稲耕作が始まり、水利施設が構築

されるため建築材もみられるようになるが、ここでは弥生時代前期初頭として取り扱う。

弥生時代前期

福岡市博多区の板付遺跡では、初頭～前半の用水・井堰や一部手を入れた自然河道・井堰、中

頃～末の自然河道から、また、博多区では他に、雀居遺跡・下月隈C遺跡などで初頭～前半の用

水や自然河道、中頃～中期前半の上坑から、比恵遺跡・那珂君休遺跡では後半～中期前半の自然

河道 。土坑から、西区の拾六町ツイジ遺跡・橋本一丁田遺跡では初頭～前半の上坑や包含層、後

半～末の土坑から、工具・農具類・容器など各種の木製品に混ざって、少量の広葉樹を用いた建

築材が出上している。三丈町大坪遺跡では後半の甕棺墓で、墓坑底に扉を半折りにして敷き倒置

した甕棺を安置したものがあり、扉としては最古例といえる。

拾六町ツイジ遺跡と下月隈C遺跡出上の建築材を提示した。059はユズリハ、30168・ 30179は広

葉樹の芯持ち丸太材を用いた柱材で、前者は端部にホゾ組合せのための組合せ部を持ち、後者は

枝分かれ部を用いており又柱状をなしている。067はモミの板材を用いた角材で組合せのための段
を有している。30158は シイ ?の柾目取り材を用いた壁材と考えられる板材である。

弥生時代中期

福岡市早良区の四箇遺跡では、前期末～中期前半の溝等から、古賀市鹿部山東町遺跡では前半
の、博多区那珂遺跡・比恵遺跡では後半～後期初頭 (Ⅳ様式上器併行期)の井戸から、他の木製

品に混じって少量の建築材が出上している。前原市の上鍵子遺跡、西区の今宿五郎江遺跡・拾六

町ツイジ遺跡、早良区の田村遺跡 。原遺跡、博多区の東比恵三丁目遺跡 。板付遺跡などでは後期

初頭の環濠・土坑・用水など水利施設から、多くの木製品に混じって建築材が出上している。博

多区の那珂君休遺跡・南区の笠抜遺跡では、後半～後期初頭の自然河川を堰き止めたアーチ状井

堰が検出され、農具・工具など各種の木製品と伴に建築材が出上している。アーチ状井堰は、自

然河川から直接水を用水や水田に入れるために設けられたダムであり、多くの杭や横木が使用さ

れているが、横木は柱材などの建築廃材が再利用されている場合が多い。但し、ホゾやホゾ組合

せ用の造りだし部・ホゾ孔などを切断して使用している場合が多く、建築材として特定すること
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が困難な場合が多い。また、量的にも多く、ほとんどが現在も水漬けの状態で、未図化・未報告
のものが多い。筑後地区の夜須町惣利遺跡では、前半～中頃を主体とし、前期末｀中期後半の溜

井状遺構から工具・農具・容器類など各種多様な木製品と伴に広葉樹を用いた柱材、壁、床材な

どの建築材が出土している。

ここでは、拾六町ツイジ遺跡出土の建築材を提示した。066は広葉樹の芯持ち丸木を用い、片方

端部に縄縛用の切り込みを造りだしている柱材 ?。 057はサカキ ?の芯持ち丸木を用い端部下に長

方形のホゾ7と を穿っている。068はスギ ?の板目取り材を用いた角材で、両端近くにコの字状をな

す切り込みを設けている。074はサワグルミ?の芯持ち丸木を用い、同一面に14～ 20cln間隔で、H
ヶ所の桟穴が削り出されている。058はクスノキの芯持ち材を用いた梯子である。

弥生時代後期

福岡市博多区の雀居遺跡・下月隈C遺跡では中頃～後半の環濠や水利施設から、博多区の高畑

遺跡・那珂君休遺跡、西区の湯納遺跡、春日市辻田遺跡・門田遺跡、大宰府市雛川遺跡などでは

終末期～古墳時代前期初頭のアーチ状井堰を含む水利施設 。谷部・土坑・井戸から、筑後地区で

は平塚川添遺跡・小郡市小郡川原田遺跡で前半～終末の環濠・土坑 。水利施設から、工具・農具

などの各種の木製品と伴に柱材 。横架材・梯子・鼠返しなどの建築材が出土している。

本地域の弥生時代の住居形態は、竪穴住居と掘立柱建物があり、竪穴住居跡からみていくこと

にする。前期は平面形方形で屋内に炉を持ち、4本の主柱からなる住居がまずあり、前期後半か

ら集落中央部に平面形円形で屋内に暖をとるための中央土坑を持ち、6～ 8本の主柱とする住居
が出現し、弥生時代後期前半頃までこの集落における形態が存在している。後期前半に入ると平

面形方形から長方形で屋内に炉や屋内土坑を持ち、 1～ 3辺にベッド状の造りだしを持ち、 2本
の主柱からなる住居が出現し、古墳時代中期前後に4本の主柱が再現するまで続く。掘立柱建物

は、前期初頭から1× 5間など細長い建物がまずあり、前期後半に1× 2間の建物がよくみられ

るようになる。また、前期前半～前期末にかけては断面V字状をなす環濠で囲まれた環濠集落が

点在している。中期後半になると2× 4間以上の規模を持つ超大型建物が環濠を巡らす拠点集落
にみられるようになる。また、、超大型建物は雀居遺跡などでみると、礎盤や柱材はスギが用いら

れており、以後の主要建物が針葉樹を用材とするようになる契機といえる。

ここでは、比較的建築材がまとまっている下月隈C遺跡・高畑遺跡・湯納遺跡出上の建築材を

提示した。

古墳時代前期

福岡市早良区の四箇遺跡・免 (鶴町)遺跡などでは、初頭～4世紀末のアーチ状井堰などの水

利施設から、各種の木製品に混じって構築材として利用された建築材がまとまって出上している。

但し、井堰など施設構築用として作製されたものもあるが、建築材として区別が困難なものもあ

るため、ここでは、四箇遺跡 。免遺跡の施設構築材を提示した。

古墳時代中期

福岡市早良地区の免遺跡などでは、前期～後期 (中期との分離可)のアーチ状井堰などの水利

施設から構築材として利用された建築材が出上している。博多区の高畑遺跡などでは中期の用水

切り替えの際、古い用水路廃上にあたって柱材など建築廃材を敷き詰め、乱杭で留め、祭祀を行
った遺構が点在し、遺跡の立地が低湿地の場合は建築材が多量出土する。その他の建築材を含む

木製品の出土ケースとして、水害などで浮遊した木製品が、水田上に遺存したものがみられるよ

うになる。

ここでは、免遺跡・拾六町ツイジ遺跡出土建築材を提示した。

古墳時代後期

福岡市内の免遺跡など各遺跡では、アーチ状井堰などの水利施設から構築材として使用された

建築材が、博多区の那珂遺跡・比恵遺跡などでは井戸から丼筒構築材として利用された建築材が、
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筑紫野市の尾崎遺跡・夜須町の惣利遺跡などでは、井戸など水場構築材として使用された扉など

の建築材が出上している。

1.板接ぎ 。仕日・継ぎ一覧

2.柱材等一覧

3.特定部位材一覧表

時代・時期 貫 穴 仕口(ホゾ) 欠き込み 板接ぎ 備 考

縄文時代
？

・

？

・
? ？

・

弥生時代

前期

前 半 △ ○ ○ ○片側ナナメ

後  半 ◎方形 ○ ○ O片側ナナメ

弥生時代

中期

前 半 ◎方形 ◎方形 ◎L・ 方形 O片側ナナメ

後  半 ◎方形 ◎方形 ◎L・ 方形 ◎

弥生時代後期 ◎方形 ◎方形 ◎L・ V・ 方形 ◎

古墳時代前期 ◎方形 ◎方形 ◎L・ V・ 方形 ◎

古墳時代中期 ◎方形 ◎方形 ◎L・ V・ 方形 ◎相欠き

古墳時代後期 ◎方形 ◎方形 ◎L・ V・ 方形 ◎相欠き

時代 。時期 又受け直柱 凹受け直柱 横架材 壁・床材 備 考

縄文時代 ? ? ? ?

弥生時代

前期

前 半 ◎ ○ ? ?

後  半 ◎ ◎ O ○

弥生時代

中期

前 半 ◎ ◎ ○ ○

後 半 ◎ ◎ ◎ ◎

弥生時代後期 ◎ ◎ ◎ ◎

古墳時代前期 ◎ ◎ ◎ ◎

古墳時代中期 ◎ ◎ ◎ ◎

古墳時代後期 △ ◎ ◎ ◎

時代・時期 扉関連材 梯子 鼠返し 栓 備 考

縄文時代 × ? ・× ×

弥生時代

前期

前 半 ? ○ × ?

後  半 ◎ ◎ ? △

弥生時代

中期

前  半
？

・ ◎ ? ○

後  半 ◎ ◎ △ ◎ 扉あり?

弥生時代後期 ◎ ◎ ◎ ◎

古墳時代前期 ◎ ◎ ◎ ◎

古墳時代中期 ◎ ◎ ◎ ◎

古墳時代後期 ◎ ◎ ◎ ◎
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拾六町ツイジ遺跡 所在地:福岡県福岡市西区拾六町 弥生時代前期
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所在地:福岡県福岡市博多区 弥生時代前期
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白

村

側

凰

回

口

Ｈ

図

国

圏

且

Ｕ

珍

仲
Ｍ
問
腑
隅
Ⅲ

‐‐‐‐
―――‐
問
阿
皿
Ⅲ
鵬
Ⅲ

‐‐‐‐
」Ｕ
．
．
．

中
０６８

ｒ
ｉ
ｌ
ｉ
Ｌ

υ［陣旧‐‐ｉ‐隅隅旧旧四
鴎

⑬
∩

回

判

‥
０

断

●
脳
日
＝
日
日
日
＝
日
υ

●
６６

遺跡名:拾六町ツイジ遺跡 所在地:福岡県福岡市西区拾六町 弥生時代後期
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遺跡名:下月隈 C遺跡  所在地:福岡県福岡市博 弥生時代後期 血1
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SD108出土 (30018～ 30025・ 30171～ 30174)~    ~T~~T~~
瀧本正志編 2003『下月隈 C遺跡Ⅲ―福岡空港周辺整備工事に伴う下月隈 C遺跡第 4次寿掘調査報告― 』
瀧本正志編 2004『下月隈 C遺跡Ⅳ―福岡空港周辺整備工事に伴う下月隈 C遺跡第 5次発掘調査報告― 』
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弥生時代後期 血2
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瀧本正志編 2003『 下月隈 C遺跡Ⅲ―福岡空港周辺整備工事に伴う下月隈C遺跡第 4次発掘調査報告―』
瀧本正志編 2004『下月隈 C遺跡Ⅳ―福岡空港周辺整備工事に伴う下月隈C遺跡第 5次発掘調査報告―』
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遺跡名:下月隈C遺跡

⑤
所在地:福岡県福岡市博多区
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遺跡名:高畑遺跡  所在地:福岡県福岡市博多区 弥生時代終末期

0                       1m

O'

◎ ♀ 山口譲治編 1989『板付周辺遺跡調査報告書 (15)
―高畑遺跡第 12次調査地点―』
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遺跡名:湯納遺跡 所在地:福岡県福岡市西区大字拾六町 古墳時代初頭
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栗原和彦 1977「建築部材について」『今宿バイパス関係埋蔵文化財調査報告 第 5!柔 』
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遺跡名:湯納遺跡 所在地:福岡県福岡市西区大字拾六町 古墳時代初頭
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遺跡名:湯納遺跡 所在地:福岡県福岡市西区大字拾六町 古墳時代初頭 血3

湯納遣跡第3次調主区出上の建築郎材からの推定復原家屋

スダジイ (oll・ o86・ 256)
アカメガシワ(015) サンゴジュ(228)ミ ズキ属 (015・ 078・ 063) キハダ属 (lo2)
マツ (o19・ o22・ 0350058・ 036・ 073・ 089・ 227) モチノキ (o20) シマツ (o19・ o22・ 0350058・ 036・ 073・ 089・ 227) モチノキ (o20) シラカシ(109)
ヤブッバキ(o70) クスノキ (ool) ビワ属 (083) コガネモチ (o96)散孔材 (o13)
ツブラジイ (074・ 106・ 248・ 261)

散7L材 (o13)

ナラ属 (り6)

本オ(o13)
属 (り6)ツブラジイ (074・ 106・ 248・ 261) 環7L材 (o18) クリ(oo3) コナラ属 (り6)

コFワロ(055・ 084・ 088・ 101・ 107・ 195・ 232・ 247・ 254・ 257・ 289 - 291 ・298・ 300)
栗原和彦 1977「建築部材について」『今宿バイパス関係埋蔵文化財調査報告 第 5集』
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栗原和彦 について」『今宿バイパス関係埋蔵文化財調査報告 第 5集』
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遺跡名:四箇遺跡  所在地:福岡県福岡市早良区 古墳時代前期 血2
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遺跡名:免 (鶴町)遺跡  所在地:福岡県福岡市早良区 古墳時代前期 血1
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遺跡名:免 (鶴町)遺跡  所在地:福岡県福岡市早良区 古墳時代前期 血2
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力武卓治編 1976『福岡市西区大字免 鶴町遺跡』?一   」
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遺跡名:免 (鶴町)遺跡  所在地:福岡県福岡市早良区 古墳時代前期 睫3
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遺跡名:免 (鶴町)遺跡  所在地:福岡県福岡市早良区 古墳時代前期 Nα 4
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力武卓治編 1976『福岡市西区大字免 鶴町遺跡』
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岡県福岡市早良区 古墳時代前期～中期
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織
電
餞
辮

V層下出土(4C～ 5C前半:299針葉樹) 試掘出土(5C前半:250ク リ)

V層出土(5C前半:62・ 249ク リ 63サカキ?367スギ 369サクラ類 372マツ 92・

371・ 376シコr 64・ 90。 94・ 93・ 111・ 251。 252・ 286・ 291～ 293・ 360・ 373)

28&垂木 残存長 72.8cn、 径 3,9～ 5cal片方端部近くにV字状の切り込みあり
291:垂木 残存長 805cm、 径 4.2～ 45cm片方端部近くにV字状の切り込みあり
292:垂木 残存長 118.9cm、 径 6.7cm片方端部近くに切り込みあり
293:垂木 ?残存長 146cm、 4.7～ 7.8c血 片方端部近くに縄縛 り用の切り込みあり
29Яその他 残存長 35.8cm、 幅 4.8cm、 最大厚 3.15cm杭状をなし、断面長方形、炭イ監
36■角材 残存長 46.5cm、 幅 6.8cal、 最大厚 5,3cm端部に狭りあり

重
電霞勘

090

ー 369:柱 残存長 219.7cm、 径 6.5cn端部にU字状の狭り、頭部下 9 cmに 長さ 15cm、

深さ2.5cnの切り込みあり
371:丸太材 残存長 219.7cm、 径 6.5cm測縁に5ヶ所L字状をなす切り込みあり
372:丸太材 残存長 117.4cm、 径 4.8～ 11れm
373:垂木 残存長 181.5cm、 径 5,05～ 6.4cm両端部近くにU字状の切り込みあり
376:そ の他 残存長 94cm、 幅 14cm、 厚さ4～ 6.5cm片方測縁に快りあり

裳詈藍遠:裕督墓信呼齢 Z≧脳 第1集―西区拾六町ツイジ遺跡I―』
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遺跡名:拾六町ツイジ遺跡 所在地:福岡県福岡市西区拾六町
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福岡県東部の概要

佐藤浩司

福岡市周辺域とともに九州で最もまとまった建築材を含む木製品が出土するのは北九州市・行

橋市のある豊前北部地域である。低湿地の調査が進んだ結果、丘陵をめぐる谷あいの包含層や自

然流路から各種大量の木製品が出土している。

行橋市下稗田遺跡は、京都平野の奥部の独立丘陵に200軒の竪穴住居跡と2000基にのばる貯蔵用

竪穴をもつ集落跡で弥生時代前期～中期を中心とする。丘陵をめぐる谷地で検出された自然流路

内で多量の木製品が出上したが、農具の未製品が多く巨大集落における生産活動の一端が伺える。

一方、北九州市域の木製品出土遺跡の立地としては大きく二つに分けられ、一つは東の周防灘

にむかって開けた市域最大の曽根平野の沿岸部とその河川沿いの内陸部、もう一つは市域の中央

部を南北に流れる紫川中流域部である。木製品は各種農工具を中心に、容器類、組み物部材、建

築部材など多岐にわたっており、特に農具類の未製品が出土する遺跡がめだつ。しかもそれらは

木製品の水漬け遺構のなかでみつかることが多く、遺構、遺物ともに当時の木器生産を考える上

で、日本でも有数のフィール ドといえる。

建築部材については、壁板材、柱材、梁材、桁材を中心に垂木材、斜行材、梯子、扉材とその

部品 (ま ぐさ木)、 ねずみ返し、礎板などほとんどすべての建築部材が確認できている。

1.下稗田遺跡 (行橋市)

幅8.5cm、 深さ30～ 40clnの 自然流路内には土坑 2基が築かれ、100点 を超える木製品が出上した。

1号土坑は隅丸長方形で床に丸太材を敷き、矢板で組んだもので二連鍬と平鍬の未製品が水漬け

されていた。流路の包含層からは他に竪杵、椀形容器、案、丸鍬・斧柄の未製品、組み合わせ

木器などが検出されたが、部位のわかる建築部材としては扉材が 1点出上している。

本遺跡の木製品は伴出する土器から弥生前期後半までにおさまり、この地域で最も古い時期の

もので、福岡市域のそれと対比する上で重要である。
*末永弥義、宮原晋―「第 2章 旧河川地区の調査」『下稗田遺跡』行橋市文化財調査報告書第17集 下稗田遺

跡調査指導委員会 1985

2.守恒遺跡 (北九州市)

紫川中流域に位置し低湿地を地山整形した水溜遺構内で、梯子 3点が丸鍬未製品とともに出土

している。仕日のわかる 1点には上端部に相欠があり、ねずみ返しを受ける役目を果たすもので

あろう。木製品とともに中国前漢代の五鎌銭と弥生中期後半代の須久正式土器が共伴しており、

実年代を考える第 1級の資料となった。
*梅崎恵司他『守恒遺跡』北九州市埋蔵文化財調査報告書第50集 北九州市教育事業団 1986

3.カキ遺跡 (北九州市)

北に延びる丘陵間の狭い谷地とその中にある微高地に存在する。木製品は微高地を切断して】ヒ

流する4a号溝 (古墳時代後期)の井堰周辺や底面に集積した状態で出上し、多数の建築部材が含

まれていた。また、微高地に堆積した弥生後期の洪水層中には農具を中心とする大量の木製品が

見つかった。

建築部材は桁材や壁板材などの横架材、柱材、斜行材、ねずみ返し、扉板などがみられる。

仕日としては、貫通穴、欠込が日立ち、柱材には又状欠込が施されている。建築部材の一部に

は針葉樹が用いられ、その他は多くがシイ属でしめられており、大半がアカガシ亜属でしめられ

る農具とは厳然たる差異が認められる。
*小方康宏『カキ遺跡』北九州市埋蔵文化財調査報告書第H6集 北九州市教育文化事業団 1992

4.貫川遺跡 (北九州市)

丘陵裾を東流する貫川の川底に位置し、周防灘河回まで 2 kmの 距離にある。縄文晩期の流路

からは魚を追い込む施設であるエリが確認され、弥生中期の井堰 2カ所、古墳前期の井堰4カ所

もみつかった。農具や建築材をはじめとする多種の木製品は弥生終末から古墳初期の旧河道に堆

積した包含層中に認められ、建築部材としては柱材、扉材、床材、壁板材のほかねずみ返し、梯
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子が出上しており、高床式倉庫の構築材として復元が可能である。仕日が確認できる資料が少な

いが柱材にはあらかじめL字型に製材して通しほぞを設けたものもあり、より具体的な組み合わ

せ材の検討が必要である。

樹種についてはまとまった分析はなされていない。
*前田義人『貫川遺跡 7』 北九州市埋蔵文化財調査報告書第139集 北九州市教育文化事業団 1998

5。 長野小西田遺跡 (北九州市)

曽根平野の最奥部、長野川をのぞむ谷底平野に位置する。自然流路を利用した大規模な木製品

水漬け遺構と、 ドングリの水さらし遺構が検出された。弥生前期末から後期前半までを中心に農

具を主とした木器生産から植物性食料加工と繊維素材の製造で、この地域の拠点集落へと成長し

ていく状況が伺える。

建築部材としては柱材、桁材、壁板材、垂木材がみられるが、いずれも木枠組遺構へ転用され

ており、農具の未製品の量に比べると非常に少ない。柱材、桁材の仕口には欠込が日立つが、こ

れは流水を下流側の木枠に落としていくために現地で設けられたものも存在するため、建築部材

としての仕口傾向とは異なる。樹種はクリ、サカキがみられる。樹皮を残したままのものもあり、

転用かどうかの検討も必要である。
*前田義人『長野小西田遺跡 (B-2区、C区)』 北九州市埋蔵文化財調査報告書第248集 北九州市教育文化事

引ξEE  2000

*佐藤浩司『長野小西田遺跡2』 北九州市埋蔵文化財調査報告書第262集 北九州市教育文化事業団 2001

6.上清水遺跡 (北九州市)

積代川流域の低位段丘にはさまれた狭い谷底平野に位置する。Ⅲ区の包含層からは弥生後期終

末～古墳初期の上器が大量に出上し、木製品もその中で 3カ所に集中してみつかつた。農具が多

く未製品も一定量みられる。建築部材は極めて少なく、壁板材に日違継のあるもの、横架材に欠

込があるものがみられる程度である。樹種はツブラジイ、クリ、モミ、スギがあり、針葉樹材も

利用されている。
*柴尾俊介『上清水 I区』北九州市埋蔵文化財調査報告書第180集 北九州市教育文化事業団 1998
*佐藤浩司『上清水Ⅲ区』北九州市埋蔵文化財調査報告書第160集 北九州市教育文化事業団 1995

7.金山遺跡 (北九州市)

上清水遺跡、カキ遺跡の至近距離に位置する。丘陵裾部から低地に移行する地点にあり、弥生

終末期～古墳初期の自然流路内とそれを覆う包含層から大量の上器、木製品が出上した。護岸用

の矢板列や井堰も各所でみられ、建築部材の多くは転用されていた。柱材、壁板材、桁材、梁材、

垂木材、扉板、梯子など多種にわたる。柱材には又状欠込が、垂木材や斜行材にはくの字欠込が

多く認められる。垂木材には長さや径が異なる 2種が存在し、竪穴住居跡を構成する上下 2段の

垂木に相当するものと思われる。

また、注目すべきものとして扉板がある。下端部側に通常の軸を、上端部側の側面にはくり込

みのある軸を有し、中央には方形の貫通穴をもつ。その形態や大きさ、幅などから、通常の倉庫

に付く扉とは考えにくく、竪穴住居跡に取 り付く片開きの扉板と考えている。

樹種については、柱材はクリを中心にシイ、サカキ、シャシャンボ、タブノキ、壁板材はシイ、

クス、アカガシ亜属、桁 。梁はマツ、クリ、ツバキ、垂木材がサカキを中心に、シャシャンボ、

ツバキ、ヒサカキ、アカガシ亜属、また扉板はクスノキが利用されている。
*佐藤浩司『金山遺跡 I・ V区』北九州市埋蔵文化財調査報告書第223集 北九州市教育文化事業団 1999

*山手誠治『金山遺跡Ⅳ区』北九州市埋蔵文化財調査報告書第184集 北九州市教育文化事業団 1996

8。 長野A遺跡 (北九用市)

周防灘に注ぐ竹馬川流域に属し、丘陵裾の谷底平野に位置する。谷地には古墳時代後期の水田

跡がみつかり、木製品はその耕作土中や丘陵部の土坑から出土した。建築部材には扉のまぐさ木、

ねずみ返しがある。本遺跡は古墳時代後期をピークとし、隣接する丘陵部に計100軒にのぼる竪穴

住居跡が存在したものと考えられるが、立地上自然流路が見られず、木製品の出土地点も限定的

であった。おそらく古墳時代後期の木製品生産は、弥生時代のそれと作業立地や、生産形態を異
にするものと考えられる。
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*佐藤浩司『長野A遺跡 2』 北九州市埋蔵文化財調査報告書第54集 北九州市教育文化事業団 1987
9.宇留津川角遺跡 (築上郡椎田町)

沖積平野に位置し、用水路的機能を持つ幅 3mの溝から竪杵、つちのこ (未製品あり)、 横槌、
泥よけ (方形穴)、 二又鍬、ナスビ形 (鋤 とする)、 平鍬、農具の柄、一木鋤、ヘラ状木器、自、
編み台目盛り板、脚付盤、盤の足か把手、椅子の脚部、机タイプの案 (←刃物をつかった作業痕
もあり)、 ねずみ返し、紡織具 ?、 壁材、扉板など多様な木製品が出土しており、その教は700

点以上という。建築部材には主柱 。支柱、壁材.天丼材があり加工痕跡や緊縛痕跡がみられるが、
仕回の詳細は不明である。時期は伴出する須恵器の年代から5世紀前半と考えられる。

ねずみ返しは方形の貫通穴を持つものが 2点出上し、うち 1点はヤマモモである。
扉板は両端に軸をもつ全長67.2clnのやや小型品と、全長109.6clnで 削り出しの把手をもつ大型品

がある。前者はモミ、後者はシナクスモドキである。

溝に隣接して、竪穴住居H棟、掘立柱建物跡4～ 5棟が検出されているが、木製品はつちのこ
を除いてはいずれも完成品で、集落内で顕者な木製品加工を行った痕跡は見られない。
*山本健太郎『日奈古・宇留津周辺の遺跡と岩丸・福間の遺跡』横田町文化財調査報告書第H集 2001
10.下前田遺跡 (築上郡犀川町)

犀川盆地を流れる今川の支流、未江川沿いの狭長な谷底平野北端の緩斜面上に位置する。調査
区西端で北流する溝 (幅と.5m、 深さ50cm)が検出され、多量の上器、木製品が出上した。供献用
高杯や初期須恵器などから古墳時代中期 5世紀代に比定できる。

木製品は農具 (鍬・鋤・鎌柄)、 つちのこ、大足、弓、紡錘車、椅子の脚部、本剣 ?な どがあ
るが、建築部材はほぞのある組材や礎板らしき部材がわずかにみられる程度である。全体的に未
製品は殆どないようである。
*木村達美「下前田遺跡および寺前滋跡発掘調査の概要について」『郷土誌さいがわ第十二号』犀川郷土史研究会
仕口総括表

時代 遺跡 貫通穴 非貫通穴 欠込 L字欠込 又状欠込

弥生前期後半 下稗田遺跡 X × X X X

弥生中期後半 守垣遺跡 × X X × ×

弥生中期後半～後期 カキ遺跡

長野小西囲遺跡

○ X O X O

弥生終末～古墳初期 貫川遺跡

上清水遺跡

金山遺跡

カキ遺跡

◎ × O X ◎

古墳中期 宇留津川角遺跡 ○ X O × ×

古墳後期 カキ遺跡

長野A遺跡

◎ O O × ○

時代 遺跡 くの字欠込 相欠 目違継 括れ 通しほぞ L字製材

弥生前期後半 下稗田遺跡 × × × × × X

弥生中期後半 守垣遺跡 × O × X × ×

弥生中期後半～後期 カキ遺跡

長野小西田遺跡

○ ○ × × X ×

弥生終末～古墳初期 貫川遺跡

上清水遺跡

金山遺跡

カキ遺跡

◎ ○ O ◎ ◎ ○

古墳中期 宇留津川角遺跡 ○ × × ○ ○ ×

古墳後期 カキ遺跡

長野A遺跡

X ○ × × ○ ×
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福岡県東部 (豊前北部)
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上酒水遭跡 ! 壁板 材 104-8 目違維 1 旧河川 弥生終末～古墳初期

Ⅲ区 憩起黎本オ71-108 な し 8層下面

な し 明 最下層

横集材71-■0 9層墨下層

積築材72-115 8層上層 弥 生疼 末 ～百 墳後 珂

金 山遺 跡 V区 渾板 84-1 貫通Al 7～8層 弥生終 末～古壊羽 翔 韓2カ 所 あ り

梯子85-l な し 自然流路

梯T85-2 通しほぞi 6層下～ 7層

機FSS-3 な し 自然流路

桁材 ?85-4
=重

穴1

柱材静 l としほぞl

柱H86-2
M86-3 又 【望Ll 又部 に副 猛 あ り

帥 804 又状 込 1

納 87-1 又状欠込ユ

柱材87-2 通 しほて 1

をとお,87-3 貫通穴l

任材87‐4 又状久込l 転用

ヒ材88-l 又状久込 l 角材

予船 2 星 2

行材88-3 少ζ辺Lユ

B8-4 な

曇 傾 ,89-l

EE節 89-2

89,3 な し

'89-4
貫通穴 1 一掘 尖る、転用

梁材 894
'〔

翼Ll 6B

tWO― l た し 自然滅層 又部あ り

桂材 902 又状欠込 I

垂木所 90-3 な し

垂本H90-4 括れ l 井嘔 他B尖る

垂AH90-5 くの字久込3 自第嘲田磨 方向這える

術 騨 くの子欠込 l

翻瑯併 7 雰

母行材貯 8 な し ―瑠尖る

垂木紳 91■ 悟れ 1

垂木材91-2 括れユ

垂柳 1-3 悟れ l 7～8層砂利 ―篤尖る 金山鞘 か

断 溺 l望 な し 自継 両霜尖る

垂本蒻91-5 :し 一君 尖 ろ

翔 耐 拇 1-6 面遇尖る

91■ くの学久込 I 硼

垂 木 r92-1 活れ と 6E下～7層

勤 開 括れ1

墨柳 歩 3 な し

"下
～6層 ‐娼尖る

垂木n2-4 な し 自然流監 一婿尖る

曇ホ抑 2-5 ―燿尖る

碑 2-6 亦 l 一娼尖る

垂892-7 くの字久込I

金山遺麟Ⅵ 区 梯子7038 な 包含層

EB帥 76P4】 な H群れ列

厚 132-76 貫通穴 l 不切 軸部あ り

騨182-77 貫通穴 ニ 障 HFB

術材82-79 くの字久込 1 不明

柱材82-80 な し

佳982-31 な し 又部 にFWEあ り

FAF跡 Ⅱ区 ネズミ返し64-1 E五穴l 盲墳後翔

ネズミ返し64-2 貫五穴1

扉のまぐさ木 貫重
～

,X状 久込 2 3号土Я 奈良まで

V日 ネズミ返し1602 貫通穴1 8～9層

糧 ヶ迫遺躊 ・

「

板 貫通六ユ 12号 土坑 盲猿前翔 鬱形把 手

字留津川角通田 ネズ し上82-42 貫通穴 1 l号渭 5世紀

し182-43 貫遍穴 二

垂木材187-57 な し

垂木材187-58 括れ1

柱材187-59 通 しほで 1

目田阪おオ187-60 な し

整板材 187ヽI な し

垂本打187E3 くの字欠込1 垂木の可協性 あ り

構築材 188-64 な し 方 形段 あ り

桁材 18846 欠込I ―増尖る

垂木材 18関 7 な し

厚板188-70 な し 面婿 に軸あ り

扉板 190-72 な し ―培に軸あり

下前田遺跡 建築部材数点 あ り
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下稗田遺跡 (行橋市 )

弥生時代前期後半

ー
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上清水遺 跡 (北 九州 市)  |
弥 生時代終 未 ～古 墳 時代 初頭

守恒遺跡 (北 九州市 )

弥生時代 中期後半
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カキ遺跡 (北 九州市) 弥生時代後期後半・ 古墳時代後期
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佐賀県の概要

山口譲治

佐賀県内では、縄文時代の木製品の出土例がなく、弥生時代に入ると水利遺構から木製品がみ

られるようになり、建築材も弥生時代前期から出土例がある。

弥生時代前期

唐津市菜畑遺跡では、谷部の前期初頭～中期初頭の各時期の包含層から工具・農具類・容器な

ど各種の木製品に混ざつて、少量の広葉樹の芯持ち丸木材を用いた又柱などの柱材、カシ・シイ

などの広葉樹のミカン割材から板材に仕上げた壁材と考えられる板材が出上している。

弥生時代中期～後期

唐津市梅白遺跡では、前半の水稲耕作関連の水利施設や旧河道から、農具主体の木製品が出土

し、杭に転用された柱材などの建築材が出上した。

佐賀平野西部の三日月町の土生遺跡では、初頭～前半の溝や方形木組の井戸から、牛津町の生

立ヶ里遺跡や白石町の低湿地の遺跡などでも前半の工具・農具・容器など各種の木製品に混じっ

て少量の建築材が出上している。建築材としては、広葉樹の芯持ち丸木を用いた又柱やホゾ組合

せ用の凹受けを造り出した柱材、広葉樹の柾目取り材を用いた壁 。床材として使用されたと考え

られる板材がある。また、土生遺跡の井戸は、方形の角材、方形のホゾと方形のホゾ7しを穿った

長方形の板材の構築材を組合せて、方形井戸を構築しており、当時の建築技術を考える上で参考

となる。

佐賀平野中央部の黒井遺跡 。利田尻遺跡・託田西分遺跡などでも、前半の水利施設から少量の

建築材が出上している。黒井遺跡では、広葉樹の芯持ち丸木を用い、両端近くと中央の 2問分の

柱受け用の方形のホゾ子Lを設け、その間に床受けと考えられる削り込みがあり、一見波状をなし

ている。

また、丘陵上や自然堤防上 。沖積微高地の茂手遺跡・川寄吉原遺跡では、前半から竪穴住居跡

とともに掘立柱建物が検出されており、柱穴からは広葉樹を用いた柱材や礎石・柱固定材が出土

している。

後半に入ると吉野ケ里遺跡、瓦町遺跡、川寄吉原遺跡等で、環濠・土坑 。低湿地の水利施設か

ら工具・農具・容器など各種の木製品とともに建築材が出上している。吉野ケ里遺跡など拠点集

落は環濠を持ち、環濠縁辺に水田が形成され、古墳時代初頭まで継続している。吉野ヶ里遺跡で

は、環濠から後期のものを主体とした建築材が出土している。柱材・鼠返し。梯子がある。瓦町

遺跡では土坑などから、中頃～後半の広葉樹を用いた角材 。板材などが出土しており、大半は道

具の未製品であるが、シイの板材などもあり建築材が含まれている。他に、中期前半～後期前半

までの集落も多数みられる。

古墳時代

古墳時代前期・中期の建築材は、県内の各遺跡から出上しているが、ここでは、後期後半の出

土例を紹介する。平尾二本杉遺跡では土坑から、農具などとともに扉・鼠返し・梯子・柱材など

の建築材が出上した。 5～ 7の扉はスギの板目取り材を用いており、 8～ 10の板材もスギを用い

ている。他の建築材は広葉樹を用いたものが多い。

※佐賀県内では、一遺跡ごとにみていくと、各時代・時期のいずれの遺跡でも建築材の出土量が

少なく、一定量の出土量がある遺跡は未報告のケースが多いためと私の怠慢から、 lヶ 所のみの

掲載となったが、弥生時代前期から古墳時代までの各時期とも、県内集成の形をとると、まとま

った資料となりえるものである。次ぎの機会に必ず補いたいと思う。
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1.板接ぎ 。仕口・継ぎ一覧

時代 。時期 貫  穴 仕日 (ホ ゾ) 欠き込み 板接ぎ 備 考

弥生時代前期 △ ○ ○ ○片側ナナメ

弥生時代

中期

前  半 ◎方形 ◎方形 ◎L・ 方形 ○片側ナナメ

後  半 ◎方形 ◎方形 ◎L・ 方形 ◎

弥生時代後期 ◎方形 ◎方形 ◎L・ 方形 ◎

古墳時代後期 ◎方形 ◎方形 ◎L・ 方形 ◎

2.柱材等一覧

時代・時期 又受け直柱 凹受け直柱 横架材 壁・床材 備 考

縄文時代 △
？

・ ? ？

・

弥生時代前期 ◎ ◎ △ ○

弥生時代中期 ◎ ◎ ◎ ◎

弥生時代

後期

前 半 ◎ ◎ ◎ ◎

後  半 ○ ◎ ◎ ◎

古墳時代前期 ○ ◎ ◎ ◎

古墳時代中期 ? ◎ ◎ ◎ 又柱あり?

古墳時代後期 ？

・ ◎ ◎ ◎ 又柱あり?

3.特定部位材一覧表

時代・時期 扉関連材 梯子 鼠返し 栓 備 考

縄文時代 × ? × ×

弥生時代前期 ? △ X ? 扉・梯子あり?

弥生時代

中期

前  半 ? ○ ? △

後  半 ○ ◎ △ ○

弥生時代後期 ◎ ◎ ◎ ◎

古墳時代前期 ◎ ◎ ◎ ◎

古墳時代中期 ◎ ◎ ◎ ◎

古墳時代後期 ◎ ◎ ◎ ◎
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遺跡名:平尾二本杉遺跡

15 さ豊壁あ

所在地:佐賀県佐賀市高
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長崎県の概要

山口譲治

長崎県内では、縄文時代晩期の木製品の出土例はあるものの、建築材は弥生時代前期～古墳時

代前期の出土例があるのみである。

弥生時代前期

長崎県北部の盆地に位置する里田原遺跡や壱岐島の原の辻遺跡で、前期後半～中期初頭の農具
を主体とした木製品が出上しており、少量の建築材が出上している。建築材は、前者では水稲耕

作に伴う畦畔や井堰から、後者では旧河道から出上している。

里田原遺跡では柱材などの建築材が出上している。 7は広葉樹の芯持ち丸木を用いた又柱で、
8は広葉樹の割材を用い、片方端部にホゾ組合せ用の組合せ部を削り出し、その下に瘤状の造り

出し部を削り出して、装飾性を高めている。柱材か。 1～ 6は、棒状をなし、 9～ 12はカシ 。シ

イの柾目取り材を用いた板材。板材は、ミカン割材の芯側をナナメのまま少し残して、外に向か

つて厚さを揃えている。板つなぎのためと考えられ、壁 。床板として使用したか。

弥生時代中期

原の辻遺跡では、後半の旧河道から大引などの横架材・梯子など広葉樹を用いた建築材が出土

した。 1は芯持ち材を用い、片方端部にホゾ組合せのための組合せ部を造りだし、他端近くにL
字状の欠き込みがみられる。 2は半裁材を用い両端にホゾを造り出した大引で、ホゾの端部近く

に方形ホゾ組合せのためのホゾ孔を持ち、平坦部の中央に柱受けを削り出し、さらに中心間30～

35clnの桟穴が設けられている。

弥生時代後期

原の辻遺跡では、中期後半～後期後半の環濠や旧河道から柱材・横架材 。垂木 ?・ 梯子・鼠返
しなどの広葉樹を用いた建築材が出土した。 1～ 7は芯持ち丸木を用い、片方端部近くにL字状

をなす欠き込みがあり、垂木 ?な どの屋根材か。10は芯持ち材を用いた柱材で、片方端部にホゾ

を造り出している。15は芯持ち丸本を用いた柱材で、枝分かれ部を利用して横架材受け部を造り

だし、その上に方形ホゾ孔を穿ち、端部にホゾ組合せのための組合せ部を造り出している。12～

14は芯持ち丸木を用いた柱材.Hは芯持ち丸木を用いた横架材で、端部にホゾを造り出し、ホゾ
の中ほどに組合せのための方形ホゾ孔を穿っている。

原の辻遺跡では、終末期～古墳時代前期にかけての旧河道や溝から柱材などの建築材が出土し

ている。佐世保市の門前遺跡では、終末期～古墳時代初頭にかけての旧河道から農具・容器など

とともに数点の建築材が出上している。
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1.板接ぎ・仕日・継ぎ一覧

時代・時期 貫 穴 仕日(ホ ゾ) 欠き込み 板接ぎ 備 考

弥生時代前期 △ O ○ ○片側ナナメ

弥生時代中期 ◎方形 ◎方形 ◎L・ 方形 ◎片側ナナメ

弥生時代後期 ◎方形 ◎方形 ◎L・ 方形 ◎

2.柱材等一覧

時代 。時期 又受け直柱 凹受け直柱 横架材 壁・床材 備 考

縄文時代晩期 △ ? ? ?

弥生時代前期 ◎ ◎ △ ○

弥生時代中期 ◎ ◎ ◎ ◎

弥生時代後期 ○ ◎ ◎ ◎

古墳時代前期 O ◎ ◎ ◎

3.特定部位材一覧表

時代・時期 扉関連材 梯子 鼠返し 栓 備 考

縄文時代晩期 ×
？

・
× ×

弥生時代前期 ? △ × ?

弥生時代中期 ◎ ◎ ? △

弥生時代後期 ◎ ◎ ◎ ◎

古墳時代前期 ◎ ◎ ◎ ◎
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1.板接ぎ・仕口・継ぎ一覧

時代 。時期 貫 穴 仕日(ホ ゾ) 欠き込み 板接ぎ 備 考

弥生時代前期 △ ○ ○ ○片側ナナメ

弥生時代中期 ◎方形 ◎方形 ◎L・ 方形 ◎片側ナナメ

弥生時代後期 ◎方形 ◎方形 ◎L・ 方形 ◎

柱材等一覧

時代・時期 又受け直柱 凹受け直柱 横架材 壁 。床材 備 考

縄文時代晩期 △ ? ? ？

・

弥生時代前期 ◎ ◎ △ ○

弥生時代中期 ◎ ◎ ◎ ◎

弥生時代後期 ○ ◎ ◎ ◎

古墳時代前期 ○ ◎ ◎ ◎

特定部位材一覧表

時代・時期 扉関連材 梯子 鼠返し 栓 備 考

縄文時代晩期 × ? × ×

弥生時代前期 ? △ × ?

弥生時代中期 ◎ ◎ ? △

弥生時代後期 ◎ ◎ ◎ ◎

古墳時代前期 ◎ ◎ ◎ ◎
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―幡鉾川流域総合整備計画に係る幡鉾川河川改修に伴う緊急発掘調査報告書― 』
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大分県の概要

佐藤浩司

県下では木製品を出土した遺跡自体が少なく、建築部材の出土例として可能性のあるものは大

分県横尾遺跡 (縄文早期)がある。また中津市樋多田遺跡 (弥生中期)では農具とともに少量の

壁板材が出土している。最もまとまった種類の建築部材が出上した国東町安国寺遺跡 (弥生時代

後期)では、それらをもとに家屋復原もなされている。

1.横尾遺跡 (大分市)

B.C4300年 ごろ降下したとされるアカホヤ火山灰下層から発見された水場の遺構は谷に直交

する形で、加工木をコの字状に配置している。主要な部材は角材風のものと丸木材で、いずれも

杭で固定されていたと判断されている。

角材風の部材は長さ3.4m、 一辺1 8clnを はかり、材の東側に角材風の加工が施されていている。

また、西側では直径 3～ 5mの円形の貫通穴が現状で 6カ所確認できる。これらには段彫りが施

されているものもあるが、人為的に影り込むには困難な力所にも円形の穴が存在することから、

すべても穴が人工的なものではないようである。丸木材は長さ3.2m、 最大幅約30unで下半部には

二次的な負荷による平坦面が認められ、股木部分に材と直交する形で人為的な切り込みが確認で

きる。樹種は報告されていない。この遺構は泥炭層からみつかつており、この層で出上した条痕

文土器 2点から縄文早期末～前期初頭に比定される。

*塩地潤一郎『大分市市内遺跡確認調査視報-2001年度―』大分市教育委員会 2002

2.樋多田遺跡 (中津市)

犬丸川の蛇行によって形成された自然堤防上に存在する。D区で杭列を伴う2本の流路が検出

され各種の農耕具や加工材が出上した。

建築部材としては板材が 3点みられるが、大半が杭として転用されており、プラント・ オパー

ルでは稲の細胞が大量に確認されたため周辺に水田の存在が確実である。板材には方形の貫通孔

をもつものと、材の半分の厚みを削って減じたものがある。流路出上のため時期の特定はむずか

しいが、出土土器や周辺集落との関連から弥生中期初頭～後期後半の幅で考えておく必要がある。

*江田豊他『一般国道10号線 中津バイパス埋蔵文化財発掘調査報告書 (3)樋多田遺跡 森山遺跡 寺泊遺跡』

大分県教育委員会 1992

3.安国寺遺跡 (国東町)

学史上あまりにも著名な遺跡であり、昭和25年の第 1次調査以来、過去に六次の調査が行われ

た。田深川が東流して形成された扇状地の端にあり、大規模な自然流路の泥炭層内から土器、石

器とともに多量の木製品、建築部材が出上している。時期は弥生後期後半～終末期で出上した土

器は安国寺式上器として東九州の標識土器にもなっている。今回は、昭和60年、61年調査分につ

いて報告する。

建築部材は 1ト レンチの泥炭層から折 り重なった状態で出上し、計100点がみられ、いずれも転

用されていないものである。板材が最も多く、そのうち壁板材と思われるものに方形の貫通穴が

1カ所みられる。また、床材とされるものには欠込みや通しほぞ、斜め加工、非貫通穴などが施

され、多種の仕日が駆使されている。一方柱材では幹が又状に分かれた部分を利用して削りを加

えた又状欠込、L字欠込、貫通穴がみられる。一方桁材には端部斜め加工を施すものもあるが、

欠込仕口が一般的である。垂木材も複数出上しており、一端を尖らせるものが確認できるが、欠

損のため仕日の詳細は不明である。その他角材、三角材、斜行材、丸太材、梯子など、建物の構

造材に必要な部材はほぼそろっている。

樹種としては、カシ、シイ、モミ、ケヤキ、サカキ、ヒノキ、カキ、クリ、アワブキ、クスな

ど多種にわたっており、大型材にも堅果類が利用されていることから、計画的な森林量がなされ

たものと思われる。
*金田信子他『安国寺遺跡』大分県国東町文化財調査報告書第4集 国東町教育委員会 1989

資料作成協力者 塩地潤一
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大分県 (豊前南部、豊後)

遺跡名 種類 と挿図Nd 継手・ 仕 ロ 出土地点 。検出遺構 時期 備 考 特 徴

績尾遺跡 角材 ? 賞通穴6? 水場逮格 縄文早期末～前翔初頭 丸木材も出土

樋多田遺跡 壁板材6414 貫通穴l 流路 弥生中期初頭～後期後半

量板材64-15 な し 輝 きを変える

整板材64-16 貫通穴1

安口寺遺跡 板材■1 培部 相欠1 流磨 弥生後翔後半～歯木 ミカン割り材

板材112 な し ミカン割り材

壁板材■8 貫通穴ユ

転材l14 な し

節 l15 な し l16と 同一日体 揃 か

板材l16 な し llSと 同一口体

板材 l17 責通六1(円形)

床材■8 欠込 l

板材 119 な し 120と同一口体 断面三角形

板材120 な し 119と 同―a体

板材 121 な し 大形板 焼かれている

板材122 な し

桁材 123 両樋欠込 1・ 増部僻 めコエ

4四財124 な し

板材125 な し

板材126 な し

糧材127 な し

床材128 遍しほで 1

板材129 な し

板材130 処 l

床材131 嬌都斜め加工

板材132 な し

板材133 な し

板材134 な じ

板材135 な し

精材136 な し

紆材137 星 2 円I状の欠込

術 材138 な し 昔皮を残す

角材 139 久込 1・ 葬貫通穴 ?

角材140 な し

器行材 141 な し 樹皮を残す

角材142 ,《

'll角材143 非貫通穴2

補材理 増部斜め加工

角材145 な し

角材146 な し

柱材147 な し 多角形材

角材 148 な し

角材149 な し

角材150 な し 断面三角形の伸虜

面材 151 な し

三角材152 な し

桁材153 な し

柱材154 L宇欠込1'欠込1

住材 155 又状欠込 l

住材156 非貫重穴 1

垂木材157 な し
―増尖る

静予158 な し

デじ六』財ユ59 非貫通穴 ユ

床材 160 非貫適燕

施設材161 L字欠漑

悌子162 な し

嫉 お1163 な し

丸太材 164 り《夏ll

紆材165 欠込2

丸太材 166 な し

丸大材167 な し

丸太材 168 な し

丸太材169 な し

丸太材 170 な し

丸大材171 な し

桁材172 欠込1

精材 173 欠込 1

桁材174 欠込1

垂木材 ?175 な し 数点 あ り

桁材176 欠込1
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時代 遺跡 貫通穴 非貫通メ 欠込 L字欠込 又状欠込 相欠 通しi承て 斜め加工

縄文早期末～前期初頭 横尾遺跡 O? × X X X X X X

弥生中期初頭～後期後半 樋多田遺跡 O X X X × X X X

弥生後翔後半～終末 安国寺遺跡 ◎ O ◎ O O ○ ○ ○

横尾遺跡 (大分県大分市) 縄文時代早期末～前期初頭
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宮崎県の概要

佐藤浩司

宮崎県については、低湿地調査例が少ないため、木製品の出土例も少ない。

1.湯無田遺跡…………焼失家屋の構造材がみられる。

2.宮崎市垣下遺跡…………扉材 ?が出土。他には狭鍬、一木鋤、鎌柄、広鍬、鍬柄などの農具

類が出上している。弥生時代中期～古墳時代後期。

3.宮崎市町屋敷遺跡…………扉板 (ク スノキ)、 棟木 ?(アかガシ亜属)が出土している。弥

生時代後期後半～古墳時代前期。

4.宮崎市前田遺跡…………大足 (ア カガシ亜属)が出上している。古墳時代後期。建築部材は

不明。

5.都城市坂元A遺跡…………儀器が出上している。弥生時代中期後半。建築部材は不明。
*山田昌久「九州地方の木・繊維製品」『考古資料大観第8巻 弥生・古墳時代 木・繊維製品』小学

剣自  2003
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